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84．筋厚 ， 皮下脂肪厚の 分布が 身体組成に及ぼす影
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【目的】本研究の 目的 は，身体各部位 に おける 筋

厚 ・皮下脂肪厚の 大小が ，身体組成 に およぼ す 影響

につ い て検討し ようとしたもの で ある 。

【方法】対象は男子 18名 （年齢 ：18歳 ， 身長 ：172，

1±4．9cm，体重 ：66，2± 5．4kg）， 女 子 21名 （年齢 ：

18− 20歳， 身 長 ：159．5± 6．2cm ， 体 重 ：56．4±

67kg） とした 。 身体組成 の 測定は BOD 　POD （空気

置換法）を用い ，体脂肪率， 体脂肪量 ， 除脂肪体重

を算出した 。 筋厚お よび皮下脂肪厚に つ い て は
， 超

音波脂肪 厚計 Sl −206を用 い て 上腕部 （前後面），

前腕部 （前面），腹部，肩 甲骨下角，大腿部 （前後

面〉，下腿部 （前後面）の 9部位を測定 した 。

【結果および考察】除脂肪体重 と身体各部筋厚の関

係に つ い て は，男女全体で み る と除脂肪体重 の増大

に伴 い ，各部位筋厚も増大する傾向を示 し た 。 部位

別の特性と して は大腿部の相関が高 く， 除脂肪体重

の 影響が反映され て い る と考えられる 。 男女で 比較

す る と，女 子 に 比 し て 男子 の 相関が ほ とん ど な い
。

すなわ ち，男子 の ほうが筋厚 にお い て 個人差が 大き

く，女子は小 さい こ とを示す もの である 。 しか し，

男女とも筋厚の 総和で み る と高い 相関関係 を示 し，

男女全体で は r
＝0．83 （P＜0．Ol）で あ っ た 。

　体脂肪量 と身体各部皮下脂肪厚の 関係 につ い て は

除脂肪体重 と 同様に ，男女全体で み る と体脂肪量 の

増大 に 伴 い 身体各部皮下脂肪厚も増大する傾向を示

した。部位別 の 特性 として は，男女とも腹部，大腿

部の 相関 が 高 く， 体脂肪量 の 影響 が よ り高い 傾向を

示 した。また ，男子 は各部位 とも有意 な関係 を示 し

て い た。一
方 ， 女子 で は脂肪 の 影響をより受け や す

い に も関わ らず ， 有意な 項 目が 少ない とい う結果が

示 された。男子 は脂肪量の増大に伴い 各部位 に影響

するが，女子で は個人差が高い とい うことが考えら

れ る 。
こ の こ と は

， 先 の 筋厚 と逆の 傾向を示 して い

る 。 総皮下脂肪厚 で み る と，男女ともに個々 の 部位

よ り も相 関 が 高 く，男 女 全 体で は r
＝O．89 （P

＜OD1）を示 した 。しか し t 女子の腹部に つ い て は

総脂肪厚よ りも相関係数が高 く，体脂肪量の影響が

よ り高 い と考え られる。
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【目的】本研究は，競技 の パ フ ォ
ーマ ン ス発揮 にパ

ワー・ス トレ ン グス が重 要な競技者 の FFM 量を，

簡便 n迅速 に測定評価する手法を開発を目的とした 。

【方法1本研究 の 被検者は，T 大学に所属する ア メ

リ カ ン フ ッ トボ ー
ル 部員51名 と した 。 使用 した 測定

機器は，（株）積水化学工 業が開発 した多周波イ ン

ピーダ ン ス 計 （MIMP100）で あ っ た。測定条件は，

隔日に よ る変動を考慮し同日内に全 て の 測定を行う

こ とと，測定値へ の 影響が予想 される測定前 の 運

動 ・摂取 ・飲水 の 禁止 と し た 。 測 定項 目は，体格

（身長 ・体重）， 身体組成 （骨密度 ・体脂肪率 ・除

脂肪体重）で あっ た 。また，算出される変数を用 い

て ア メ リ カ ン フ ッ トボ ール競技者の FFM 量推定式

を作 成 した 。 推 定 式 作 成 に あ た っ て は，DXA

（Lunar 　DPX −L）で の 測 定値を FFM 量 の 妥当基準

とし，変数問 の 重 回帰分散分析を行 っ た 。

【結果】〜DXA による FFM と相関の高い 変数を用

い て作成 した推 定式一

　FFM ＝545．45Vl 十 548 ，43V2 十 18662 ，61 （R ＝

　　　　0．902，　SEE＝2619．07＞
　 FFM ＝ 330．64Vl十390．98V2 十 234．97Wt 十 16063．84

　　　　 （R ＝ ＝O．947，SEE ＝1968，29）

　 変 数 ：V1 ＝ Ht2／RECF ，　 V2・＝Ht2／RICF ，
　 Wt ＝

　　　　 weght （kg），　 Ht＝height（cm ）

【考察】本研究で算出された推定式は
， 被検者の幅

が狭 く実用性 を欠 くが ，多周波イ ン ピー
ダ ン ス 計の

精度 ・簡便性 ・迅速性を利用 した手法 と して は有用

性がある と思われ る 。 また，他種 目へ の 応用が 考え

られ ， 競技者の トレーニ ン グ状態や体調の 管理 にお

け る身体組成把握 の 簡便化が計られ る と思われ る。

特 に 体重制限 の ある競技者の減量時な ど に おけ る
，

体水分量や FFM 量の経時的 モ ニ タリ ン グなどに有

用 で あろ う。 今後の課題 として，  多周波 イ ン ピー

ダ ン ス 法 による身体部位別測定が 可能に な る こ と
，

  細胞内液量 （ECF ）の 変数を十分に 反映する競技

者専用測定機器が開発 される こ と，の 以上 2点が期

待される。

一 79 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


